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　The　COnt ．ents 　Of　plant　 SterOIS 　and 　fatty　aCidS
，
　tOgether 　Wi し11　Lhe　COmpOSi し三〇n 　Of　faLty　aCidS 　in　SampleS

oi
』
carro し （∠）CIUCUS 　carota 　L．），　Sl）jnach （3砌 αd α ole 厂‘’〔／eti 　 T・．），　alld 　1（Qma しsuna 〔Brassica （／ampestris 　L．）of

different　var 正eLics 　ILarvesLed　at　d重fferent　timeS　were 　invcstigated．

　The　t．〔｝t！：，1亅1）lamt　s1．erc）1　cont ，elユt　of　the　c：arrf ｝t　san 　I）les（35．0−50．4　mg 〆100　g） varied 　accolld111g 　to　the

varlety ，　while 　there　was 　llo 、
・
arietal 　difference　ill　the　t〔｝tal　fatty　aci ⊂l　content 〔122．9−152．1111g！100　g）．

　 The 　t〔｝tal　plant，　ster ｛〕玉cDnLenL 　of　spinach 　harvested　in　November 〔3、4−3．91ng！lOO　g）was 　abollt 　twice

as 　high　as 　t，hat　harvest吐 d　in　Febrllary（1．1−1．81ng ／lOO　g）．　Am 〔mg 　the　samples 　harvested　in　Febrllary，
however ，　there 　 was 　 sjssnificlantl　 varietal 　differel／ 〔℃ （♪く 0．05）．　The ［〔，tal　fatty　 aci （至 contel ／t　of 　spinach

harVeSted　ill　FebrUary 〔394．〔〕
−410．2　mg ！100　g）Was 　OVer 　tWiCe｛haL　harVeSted　iTl　NO 、TeIrLber （1368

−191．3
mg ！lOO　9），

　The しotal　plant　stcrol　conten しof　kolnaしsuna 　harvcsted　in　Ocω b〔）r （7．7．−ll．5　m 菖／1〔｝〔｝9）was 　higher
than 　that　harvested　tn　F（）bruary　〔2．4−2．9　 rng ／lOO　g），　being　significanL 　the　difference　（p＜ 0，〔｝5）．　The
しotal 　fatty　acids 　content 　of　kornatsuna　harvested　in　February （259、1−402．l　rng 〆10〔｝ 9）圦es　also　higher

t，han　that　harvested　ill　Oct〔｝ber （81．1−161．2　mg 〆10〔〕g），also 　being　significallt 　the　dil’ference（pく 0．05）．

　An 　 analysis 　 of 　the　 composiUon 　of 　fatty　acids 　showed 　Iinoleic　 acid 　in　 carrQt 　 arld α
一linotenic　acid 　ill

both 　spina ¢ h　and 　koma しsuna 　to　be　the　pI
’
ed ⊂，luiILUILしones ．

　　　　　　　　　　 　 （Received 　Oct，ober 　8，1998 ；Accepted 　in　revised 　lbrlロ September 　6，1999）
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ル，　 c：arrotl
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ニ ン ジ ン
，

spinach 　ホ ウ レ ン

　1．緒 　 　言

　脂質摂取 量の増加 とともに ，過酸化脂質摂取量 の増

加も考え ら れ，そ れ らの 生成抑制効果 の あ る β
一
カ ロ

テ ン な ど を含む緑黄 色 野菜へ の 関心 も高 くな っ て きて

い る．

　
一
方i 多くの 野菜 に 含 まれ る植物 ス テ ロ

ー
ル 類は食

事中の コ レ ス テ ロ
ー

ル の 吸収 を阻害す る 作用 の あ る こ

とが知 られ て い る が
1］

，われわれ の 凵常摂取 して い る

食事で は コ レ ス テ ロ
ー

ル 摂取量 に 比べ て 植物 ス テ ロ
ー

ル 摂取量 は 少 ない 傾 向 に あ る
川 3

．

　脂質摂取に 関 して は，脂肪酸の tl−6／n −3 は 4 程度が

適正 で あ る とされ て い る が
t．
，n −3 多価 不飽和脂肪酸

は tl−6 多価 不 飽和脂肪酸 に 比べ て 日常 の 食事で の 摂取

が少 な い 傾向に あ る
巨’ω ．

　野菜類 『」 の 脂 質含量 は少 な い が，il−3 多価不飽和脂

肪酸 で あ る α
一
リ ノ レ ン 酸 を比較 的多 く含 む もの があ

り， また野菜中 に は コ レ ス テ ロ ー
ル 低下作用 を有す る

食物繊維 も含 まれ る こ とから野菜類 の 積極的 な摂取が
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勧め られ て い る ．野菜中 の 成分含量 は 品種，栽培 条件

等 に よ り変動 が あ る と考え ら れ る，収穫時期 や 栽培 条

件 の 違 い に よ る カ ロ テ ン ，ビ タ ミ ン G ，ク ロ ロ フ ィ ル

等 の 成分 の 変化に つ い て は多くの 報告が見 られる
1 ／・H ．

．

また 野菜 中 の ス テ ロ ール 量 に つ い て の 報告
1川 ：岑

もあ る

が，野 菜 の 品種 別 の 脂 質成分 に 関 し て は プ ロ ッ コ

リ
ーIII 、．

以 外 の もの に つ い て の 赧告は見られない ，

　本実験 で は 日常 ， 食す る機 会 の 多い 野菜で あ る ニ ン

ジ ン ，ホウ レ ン ソ ウお よ び コ マ ツ ナを使用し て，品種

と収穫時期 の 違 い に よ る 植物 ス テ ロ ー
ル お よ び脂肪酸

の 差異に つ い て 調べ た．

　2．実験方法

　（1） 実験材
．
料

　実験材料 と して ニ ン ジ ン （Datxcus　 car
・
eta 　 L，）は 11

月収穫 （7 月末播 種）， コ マ ツ ナ （Bras，gica 　campestris

L．） は 10 月収穫 （9 月初め播種）， 2 月収穫 （11 月末

播種），ホ ウ レ ン ソ ウ （Spina（tia　 oleracea 　 L．｝は ユ1 月

収穫 （10 月初 め 播種），
2 月収穫 （10 月末播種） し た

もの を使 用 した．使用 した 品種は ニ ン ジ ン で はあす べ

に 五寸，千浜 応 1
’

〔糖度が 高く，カ ロ テ ン含量 も高 い

品種），カ ロ チ ン キ ャ ロ ッ ト，向陽
『．『
：号 （全国 の ニ ン

ジ ン の 約 7 割を占め て い る品種），
ベ ータ リ ッ チ （芯

まで赤 く，糖度 の 高 い 晶種 ）の 5 種類 ，コ マ ツ ナ は 夏

楽天 ，極楽天 ，笑天 ，み す ぎ，浜美 2 弓の 5 種類 で あ

る ．ホ ウ レ ン ソ ウ は パ ン ドラ （普及 品種），デ ィ ン プ

ル （あ くの 少ない サ ラ ダ用品種），サ ン ク ス ト，サ ン

マ リ ノ
，
TS 　510−P の 5 種類で，露地栽培あ る い は ハ

ウ ス 栽培 を行 っ た．試料はす べ て 剛 広 島市 農業振 興

セ ン ター
に て 栽培された もの で あ る．なお，ニ ン ジ ン

で は 市販 の 金時 ニ ン ジ ン に つ い て も 11 月と ユ月に購

人し分析 に 供 した．

　（2）　月旨質 の i由1［11

　 ニ ン ジ ン は 中央 か ら 縦
’
卜分 に 切 り，上 下 を 5．　 ・一・10

mm くらい 除 い て み じん 切 りとし， 1試料 と して 用い

た．コ マ ツ ナ と ホ ウ レ ン ソ ウ は 根 の 部分 を切 り落と し

た 後，2，3 株 をみ じん 切 り と し，
1 試料 と し て 用 い

た，み じん切 りした もの に 1　一一．L3 倍量 の メ タ ノール

を加 え た 後，1  ％ ジ プ チ ル ヒ ド ロ キ シ ト ル エ ン

（BIIT）／ク ロ ロ ホ ル ム を約 1ml と IG％ ピ ロ ガ ロ ー一ル ／

ク ロ ロ ホ ル ム を約 0．lml を 加 え，発熱を防ぐた め 氷

中で 冷却 しなが ら 2，3 回超高速ホ モ ゲ ナ イザー （目

青医理科器械製作所） を用 い て ， 数分 間ホ モ ジ ナ イ ズ

を行 っ た．こ の ホモ ジネ
ー

トよ リニ ン ジ ン は 約 5g を，

コ マ ツ ナ，ホ ウ レ ン ソ ウ は 約 10g を遠沈管に と り，

Bligh ＆ Dyer 法
』1’

に準 じて 脂質 の 拙出 を行 っ た．抽出

液 は 減 圧乾 固後 ，
ク ロ ロ ホ ル ム で 3 − 5ml に定容 し試

験溶液 と した ．なお，抽出 に使帽 し た ク ロ ロ ホ ル ム に

は BIIT を 約 0，01％ に な る よ うに加え，夾雑物除去の

ため の ク ロ m ホ ル ム 層 の 洗浄
・
には Bligh ＆ Dyer 法

11”
に

おけ る水 の 代 わ りに 塩化 ナ トリ ウ ム水溶液を使用 し た．

　（3） 脂肪酸 の 測定

　試験溶液 に内部標準物 質として トリペ ン タ デ カ ノ イ

ン を加えた後，三 フ ッ 化ホ ウ 素／メ タ ノ
ー

ル を用 い て

60℃ ，20分 間 反 応 さ せ て 脂肪酸 の メ チ ル 化 を行 っ た ．

脂肪
’
酸の メ チ ル エ ス テ ル はガ ス ク ロ マ トグ ラ フ ィ

ー
に

よ り測定 しだ ．装置は島津 GC −14A，検出器は水索

炎 イ オ ン 化 検 出器 （FID ），
カ ラ ム は ワ イ ドボ ア カ ラ

ム GC −300 〔化 学 品 倹査協 会，長 さ 40　m ，内径 1．2

mm ，液相膜 厚 0．5 μエn） を用 い ，キ ャ リ ア
ー

ガ ス は

ヘ リ ウ ム を 30ml／分 で 流 し た，温度設定は 180℃， 5

分恒温 と し，180〜190℃ まで 1℃ ／分 で 昇温 し，190℃，

10 分恒温後，さ ら に 190 −一・2eo℃ まで 1 ℃／分で 昇温 し

た ，

　（4） 植物 ス テ ロ
ー

ル 類 の 測定

　 試験溶液 に は内部標準物 質 と して 5 α
一コ レ ス タ ン

を加えた 後，マ ク ロ 法に 準 じ て 水酸化 カ リ ウ ム ／メ タ

ノール を用 い て 60℃ で 60 分間ケ ン 化 を行 っ た．ケ ン

化後ヘ キ サ ン に よ り抽出 した 不 ケ ン 化物 中 の ス テ ロ
ー・

ル 類 は ピ リ ジ ン ，ヘ キ サ メ チ ル ジ シ ラ ザ ン ，トリ メ チ

ル ク ロ ロ シ ラ ン を用 い て ト リ メ チ ル シ リ ル （TMS ）

化 を 行 っ た ．TMS 化 し た ス テ ロ
ー

ル 類 の 測 定 は ガ ス

ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ーに よ り行 っ た

「’．装置は島津 GC −

9A ，検出器 は 水素炎イ オ ン化検出器 （FID ＞，カ ラ ム

は 5 ％ OV −17 （日木 ク ロ マ ト工 業） （長 さ 2．5m ，内

径 2．5mrn ） を用 い
， キ ャ リア

ーガ ス は窒素を 30　ml ／

分 で 流 し，分 析温度 は 270℃ で 恒温 と した ．各ス テ ロ

ー
ル 量 は β

一
シ トス テ ロ ー

ル ，カ ン ペ ス テ ロ ー
ル

，
ス

チ グマ ス テ ロ ー
ル の 標準品 を使用 して 作成 した 検

．
帯：線

よ り算出 した．

　 な お ，ホ ウ レ ン ソ ウ 中 に含有され て い る 植物 ス テ ロ

ー
ル と して は ス ピ ナ ス テ ロ ー

ル が 知 られ て い るが
t’／
，

本実験で はβ
一
シ トス テ ロ

ー
ル と ス ピナ ス テ ロ ー

ル の

分別同定が で きなか っ た た め ，い ず れ の 実験材料 に つ

い て も植物 ス テ ロ
ー

ル 麝：は 総植物 ス テ ロ ー
ル 量 と して

表 した．

　 結果の 数値は 5 試料 の 平均値 ± 標準偏差 で 表 した ．

　 脂肪酸，植物 ス テ ロ
ー

ル の 測定値 の 検定 は 収穫時期

50 〔1266）
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畆種，収穫時期 の 異 な る ニ ン ジ ン ，ホ ウ レ ン ソ ウ，コ マ ツ ナ の 植物 ス テ ロ ー
ル ，脂肪酸の 含有吊｛：

表 1．ニ ン ジ ン の 総植物 ス テ ロ ー
ル 量 と総脂肪酸鼠お よ び 脂肪酸糸既成

あ すべ に 万 ・r

T・浜 五i ，1一

カ ロ チ ン キ ャ ロ ッ ト

向1場
一
：号

ベ ータ リ ッ チ

総植物 ス テ ロ …
ル 量　　総 脂肪酸量

　 （m 呂／loO　9〕　　　　　　（u
’
19f1009 ）　　　ユ6 ：0　　18 ：0　12 ：1

　 35．O：ヒ7．la

月旨月方酉菱組JJk　（9tt）

上8 ：1 　18 ：2 　18 ：3

39．5 ：ヒ6．3b

45．3 ±5．9じ

50．4± 5，9d

45．6± 1．7Lt

上45．4± 21，6

152．1→：65，4

122．9± 26．6

130．1± 30．4

142．2 ：ヒ4〔｝，O

22．521

．122

、225

．124

．1

0，80

．80

．40

．6D

，4

OO101000QD 4 ，3　　　65，9　　　6．5
3，5　　 68．9　　 5．7

2．3 　　69．0 　　6，0

3，1　 　 64，1　 　7．1

2，2　　　68．1　　　5．1

金 時ニ ン ジ ン 44．0± 8，8 266，6土 d2、4　　　17．9　　　0．6　　　 nd 　　　3，8　　　71．1　　　6．6

日本食品脂溶性成 分表
’ 90 18．2　 　L3 2．9　　 65，0　　 8，5

文献値
川t／．

1ユ．8

数 値 は 5試 料 の 「z 均値 ± 標 準 偏 差 を 示 す．u・b，　c／，〔］，ea と c，　 d
，
　 e お よ び b と d の 間 に有 意 差 あ り 〔pくO．051｝．

nd ：Ilot　detect，〔ld．

間 で は t 検定を，品種問 で は
一
元配置：法で 分散分析後，

ダ ン カ ン の 多重検定を行 っ た．

　3．結果お よ び考察

　〔1） ニ ン ジ ン

　 ニ ン ジ ン中の 総植物ス テ ロ ール量 と総脂肪酸量お よ

び 脂肪酸組成 を 表 1 に 示 す ．

　総榊物 ス テ ロ ール量は 35．O − 50．・t　mg ／100　g で あ っ

た．晶種間で は 「あすべ に 五 ・1．」と 「カ ロ チ ン キ ャ ロ

ッ ト」 「ベ ータ リ ッ チ 」「向陽 二 1ナ1 と の 間 に，ま た

1干浜煮 寸」 と 胸 陽 二 1爿 の 間 に有意差が み ら れ た

（ρ ＜ O．05）．また，東洋系品種で ある 金時ニ ン ジ ン の

総植物 ス テ ロ ー
ル 景 を 測定 し た と こ ろ i14 ．Olng／100　g

で ，本実験で 使用 した 西洋系 ニ ン ジ ン 5品種との 問 に

差 は み られ なか っ た．ニ ン ジ ン 中 の ス テ ロ ール 羅：につ

い て は，loe　g あ た り 11．8mg ”il’，’
と報告 され て い る が ，

本 実験 で の 値 はそれ らの tw　3　
一一一3，　，2倍 とかな り高 い 値

を示 した，こ れは，本実験 で 使用 した品種 と 文献
！：L7．

で 使用 され て い る 品種 と の 違 い ，あ る い は 同 じ品種で

あ っ て も以前 の もの と現在 の もの で は成分含量が変化

して い るため で はな い か と推察 される，

　総脂肪酸 墨は 122．9〜152．1皿 g／leOg で
， 品種間 に

有 意差 は見 られ なか っ た，日本食品脂溶性成分表
．H／

に

よ る ニ ン ジ ン 中 の 総脂肋酸量 90m9／100　g に対 して ，

本実験 で の 結 果は 1，3−− 1，6 倍 と 高 い 値 を 示 し て い た ．

こ れ は 品種 に よ る違 い ，ある い は 成分表作 成当時 と現

在 の ニ ン ジ ン 中の 成分含躍：が か な り変化 して い る た め

で は ない か と推察 され る ．また 東洋系 の 金時 ニ ン ジ ン

中 の 総脂肪酸量 は 266，6mg／100　g と 西洋系 ニ ン ジ ン

に比 べ て約 1．2倍量 高い 値を示 した．

　 ニ ン ジ ン 中の 脂肪酸 として は表 1 に示す よ うな 6 種

類の脂肪酸の みが検出された．

　脂肪酸紅成 で は リ ノール 酸が 64 −．69％ と最 も多 く，

次 い で パ ル ミチ ン 酸の 21〜25％ で あっ た ．そ の 他 の

脂肪酸 と し て は α
一リ ノ レ ン 酸が 5− 7％ 含有さ れ て い

た ．不飽和脂 肪酸は い ず れ の 品種に お い て も全体 の

74− 78％ を占め ，特 に 金時 ニ ン ジ ン で は 82％ と多か

っ た．脂肪酸紹成で は晶種に よ る差は 見ら れず成分表

の 脂肪酸紐成 とほ ぼ 1司じで あ っ た．金時 ニ ン ジ ン の 脂

肪酸組成で は実験試料 の 内洋系ニ ン ジ ン に 比べ て パ ル

ミ チ ン酸が少な く，リ ノール 酸が 多か っ た．．一
般 に冬

期 の 作物 に は膜の 流動性維持 の た め に リ ノ
ー

ル 酸 の 多

くな る こ とが知ら れ て い る こ とか ら，冬期 に収穫 され

る金時 ニ ン ジ ン に リ ノール酸が 多か っ た もの と推察 さ

れ る．

　（2）　ホ ウ レ ン ソ ウ

　 ホ ウ レ ン ソ ウ 中 の 総植物 ス テ ロ
ー

ル 量 と総脂肪酸 量

お よ び 脂肋 酸組成 を表 2 に 示す。

　 11月 に収穫 したホ ウ レ ン ソ ウ中 の 総領物 ス テ ロ ー

ル EV：は 露地栽培 の もの で 「デ ィ ン プ ル 」 3．4mg ／100　g，
「パ ン ドラ 13，9mg ／100　g，ハ ウ ス 栽培 で 「デ ィ ン プ

ル 」 3．7   ／100g ，
　 iパ ン ドラ」 3．9mg／100　g とな り，

栽培方法お よ び 品種に よ る 差 は 見 られ なか っ た ．2 月

収穫 の もの で は 1．1−一一1。8mg ／100　g と 11 月収穫 の も

の に比 べ て 半 累以下 で あ っ た． 2 月収穫 の もの は 11

月収穫の もの とrlrll鍾 が 全 く異な っ て い る た め ，含 鼠の

差 は 品種に よ る 差 で は ない か と 考え ら れ る，また
， 本

実験 で 使用 した ホ ウ レ ン ソ ウ の 播種か ら収穫 まで の 期
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問 は 11 月収穫の もの で 約 1，5 カ 月 ，
2 月収穫 で は 約

3 カ 月で あ る ．含量 の 差 は こ の 播種か ら収穫まで の期

間 の 長 さ の 違 い に よ る こ と も考 え ら れ る ．2 月収穫で

は 品種聞 に有意差が み ら れ た （pく O．05）．ホ ウ レ ン ソ

ウ 中 の ス テ ロ
ー

ル 量 に つ い て は 6．4mg ／100　gl71，9．O

mg ／！oo　gLu
．
の 報告が あ る が ，本実験 で の 値は収穫時期，

栽培方法お よ び 品種に 関係なくい ずれも報告され て い

る値 よ りも低か っ た ，

　総脂肪酸量 は 11 月収 穫 の 露 地 栽培で は 「デ ィ ン プ

ル 」176．7111g／100　g， 「パ ン ドラ 1191．3rng／100　g，
ハ ウ ス 栽培で は 「デ ィ ン プ ル．1136．8　rng ／100　g，「

．
パ

ン ドラ」 170．Omg ／IOOg と 露 地栽培 の 方 が 高 め の 値

を示 して い た が，有意な差 は 見 られ な か っ た．また 2

月収穫 の も の で は 39．　4．0　一一．410、2mg ／100　g と，11 月

収穫 の 場合の 2 倍以上 の 値を示 し，総植物 ス テ ロ …ル

吊：とは 逆の傾向が見られた．脂肪 酸組成 は α
一リ ノ レ

ン 酸が 約 50〜56％ とい ずれ の 品種 で も 50％ 以 上 を占

め て い た．そ の 他 の 主 な脂肪酸 と して は パ ル ミ チ ン 酸

11　一一13％ ， TJ ノ ール酸 IO〜16％ で あ っ た．脂肪 酸組

成 に は 晶種，収穫時期お よ び栽培方法に よる差 は 見 ら

れ なか っ たが ，
こ れ は 収穫時期が い ずれ も冬期 で あ っ

たため で は ない か と推察さ れ る ．

　 （3） コ マ ツ ナ

　 コ マ ツ ナ の 総植物 ス テ ロ ー
ル 量 と総脂肪酸量 を表 3

に，脂肪酸組成 を表 4 に示す．

　総 植物 ス テ ロ
ー

ル 量 は 10 月収穫の コ マ ツ ナ で 7。7〜

11．5mg ／ユoo　g，2 月収穫 の も の で 2．4〜2．9mg ／100

g と，い ずれ の 品種に お い て も 2 月収穫 の 試料の 方が

含量 は低か っ た．10 月収穫 の もの で は 「み す ぎ」が

高 い 含量 を示 し，他の 品種との 問に有意差が 見 られた

（pく 0．05）．しか し，2 月収穫の もの で は品種 に よ る

差 は 見 られ な か っ た ．10 月収穫の も の と 2 月収穫 の

総植 物 ス テ ロ
ー

ル 量 の 問 に は 有意差が 見 られ た （p

＜ G．05）．

　 総脂肪酸量 は ユ0 月収穫 の も の で 81．1〜161．2mg ／

100g， 2 月収穫 の もの で は 259．1〜402．1mg ／100　g

で ， 2 月収穫 の 方が約 2−一一・5 倍 とか な り多 くな tl　，ホ

ウ レ ン ソ ウ と 同様 に 総植物 ス テ ロ ール 量 の 場合 と逆 の

傾向を示 した．また 成分表 の 100　mgflOo 　giS｝に対 して

10月 収穫 の 「夏楽天」以 外は い ずれ の 品種，収穫時

期に お い て も総脂肪酸 量は 高 い 傾向を示 し た．脂肪酸

組成 で は α
一
リ ノ レ ン 酸 が 収穫時期 と 品種に 関係な く

最 も多く，50％ 前後含有され て い た が ，2 月収穫の 方

が 組成割合は や や 高か っ た ， α
一リ ノ レ ン 酸に 次 い で

（126S）
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品種，収穫時期の 異 な るニ ン ジ ン ，ホ ウ レ ン ソ ウ ，コ マ ツ ナの 植物 ス テ ロ ール ，脂 肪酸 の 含有量

表 3．コ マ ツ ナ の 総植物ス テ ロ ール 量 と総脂肪酸量

総植物 ス テ ロ
ー一

ル 量

　　（mg ／100　g）

総脂肪酸景

（mg ／1009）

10月

夏 楽天
’

．
極楽天

’

笑 天
木

み す ぎ
’

浜美 2 号
＊

7．8汢：1．6a

7．7± O，8見匡

8．9± 1、2a

l1．5± 1，0b

8．8± 0．7u

　 2 月

2．5± O．1
2．5± 0．1

2．4± 0．王

2．7± 0，3

2．9± 0．1

　 10月　　　 　 2 月

81．1士 23．9　　 402，1± 32．7
100，7± 16．5　　314、0± 16．9
117．6± 8，6　　　259，1± 10，2

161．2± 31．1　　307．9± 27．O

l43．1± 10．8　　366．5± 15．6

口本食品脂溶性 成 分 表
】S． 100

数 値 は 5 試 料 の 平 均 値 ± 慓 準 偏 差 を示 す．
串
総 植 物 ス テ ロ

ー
ル 量，総 脂 肪 酸 量：と もに 10

月 と 2 月の 間 に有意差 あ り （p くO．05）．a・ba と b の 間 に有意差 あ り （ρ〈O．05＞．

表 4．コ マ ツ ナの 脂肪酸組成 （％ ）

　 12　0　　　　　　　14　 0　　　　　　　16：0　　　　　　　18：0　　　　　　　12：1　　　　　　　1411

1Q月 　 2 月　 ID月 　 2 月　 10月　 2 月 　 10月 　 2 月 　 10月 　 2 月 　 工0 月 　 2 月

夏楽 天

極楽 天

笑天

み すぎ

浜美 2 号

工．1　 　 0．5
1．ユ　 　 0，5

1．1　 　 0．5

1．2　　 0．5

0．9　　 0，4

2，1　　 1．3
2、工　 　 1．4

2．4　　 1．9

2．l　　 l．3

2，1　　 1．9

14．314
，014

．3

工4．714
，0

12．512
，212

．511

．4u
，8

1．41
，31

．52

．OL3

0．8　　 2，D
O．6　 　 1，9

0．7　　 1．8

0．8　　 1，9

0，6　　 1、6

0，90
，80

．90

．90
，8

0，3　 　 0．3
0．4　 　 0，3

0．5　 　 0，2

0．6　 　 0、3

0．6　 　 0．3

成分表
’ 0．3 15．1 1，8

工6 ：1 18　 1 16 ：2 18　 2 16 ：3 18 ：3

10月 　 2 月 　 10月 　 2 月 　 10月 　 2 月 　 IO 月　 2 月　 10 月　 2 月　 10月　 2 月

夏 楽天 　　 1．o

極 楽天 　　 1．2

笑天 　　　 0．8

み す ぎ　 　 1．1

浜 美 2 号 　 O．7

CU92Q

り

4

10000 3．33

．82
．93

．62

．9

1．7　 　 2．3

1．8　　 ユ．8
正．6　 　 2，3

1．6　 　 2．l

l．6　 　 2．G

0．5　 　 7．9

0．9　　 8．4
1．3　 　 8．8

ユ．1　 　 5．7

1．7　 　 8．5

6．8　 　15．0 　　上4．8 　 ・19，3

6，0　　　ユ4．8　　14．8　　49 ．2
6．7　　　15．8　　15，6　　47．8
7，1　 　16．3 　　14．3 　 48，4

6．6 　　16．7　　工4．3　　48．5

58．459

．857
．960

．G59

．5

成 分
．
表
＊

1．2 2．5 8．1 12．2 57．1

数 値 は 5試 料 の 平 均 値 を 示 す，’
日本 食品脂 溶性 成分 表

dS／．

多か っ た の は ヘ キ サ デ カ ト リ エ ン酸の 14〜16％，パ

ル ミチ ン 酸の 工2〜15°／・で あ っ た．

　ニ ン ジ ン 中に は必須脂肪酸の
．．．．

つ で あ る リ ノ ール酸

が 64．− 69％ 含有 さ れ ，同 じ く必須脂肪酸 で あ る α
一
リ

ノ レ ン 酸は ホ ウ レ ン ソ ウ で は 50％ 前後，ま た コ マ ッ

ナ で は 収穫 時期 に よ りや や 差 は あ る もの の 47〜60％

含宥 さ れ て い た．野菜 の 脂質含量 は ．．．
般 的 に 低 い た め

．
渡 の 摂取 で は多景 の 脂肪酸を摂取す る こ と は で きな

い が ， 積極 的 に 摂取す る こ と で n −6／n −3 の 低
．
ドに

，
ま

た 植物 ス テ ロ ー
ル を多 く含 む こ と か ら コ レ ス テ ロ ール

低下作用 に も寄与 で きる の で は な い か と考え られ る ．

　4，要　　約

　晶種お よ び収穫時期の 異な る ニ ン ジ ン 〔あす べ に 五

寸 ，千浜 ：fi／寸，カ ロ チ ン キ ャ ロ ッ ト，向陽 二 号，ベ ー
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タ リ ッ チ ），ホ ウ レ ン ソ ウ （パ ン ドラ，デ ィ ン プ ル，

サ ン マ リ ノ，サ ン ク ス ト，TS　510−P），コ マ ツ ナ 〔夏
）RIE， 極楽天

， 笑 天
，

み す ぎ， 浜美 2号〉 の 植物 ス テ

ロ ール 量，脂肪酸 量お よ び脂肪酸組成を調べ た．

　ニ ン ジ ン の 総植物ス テ ロ ー
ル 量は 品種に よ り多少の

差 が 見 ら れ た が ，総 脂肪酸量 に は差 は 見 ら れ な か っ た．

　ホ ウ レ ン ソ ウ の 総植物ス テ ロ ール 量 は 1上 月収穫 の

露地栽培，ハ ウ ス 栽培 ともに 2 月収穫の 露地栽培 の も

の の約 2 倍量含有 さ れ て い た，1ユ月収穫 の もの で は

栽培方法お よ び廓1種に よ る差は見られ な か っ た が ，2

月収穫の もの で は品種問で有意差が 見られ た。総脂肪

酸量 は 2 月収穫 の 方 が 11 月収穫 の もの よ りも高 か っ

た．

　 コ マ ツ ナ の 総植物 ス テ ロ ー
ル 量は 10 月収穫の 方が

2 月収穫 の もの よ りも 高 く， Ii「［」者 の 間 に 有意差 が 見 ら

れ た．10月収穫で は 「み す ぎ」 の 総植物 ス テ ロ ー
ル

景が高 く，他の 品種との 問に 有意差が見ら れ た ，総脂

肪酸量 は 2 月収穫 の 方が 高 か っ た が
， 同 じ収穫時期 で

は品種に よ る差は 見 ら れ な か っ た．

　ニ ン ジ ン ，ホ ウ レ ン ソ ウお よ び コ マ ツ ナ の 総脂肪酸

量は い ず れ の 品種 ・栽培条件 ・
収穫時期 に お い て も成

分表の値よりも高か っ た．

　脂肪酸組．成 に 関 して は ニ ン ジ ン で は リ ノール 酸が

64− 69％ を Ll．1め，ホ ウ レ ン ソ ウ と コ マ ツ ナ で は α
一リ

ノ レ ン 酸が そ れ ぞ れ 50％ 前後，47〜60％ を占め て い

た．

　実験材料を ご提供
．
下
．
さい ま し た 働 広島

’
市農業振興

セ ン ター
に感謝 い た します．また本研究を行うに あた

りご 協力 い た だい た 秋 田 志穂 さん ，濱 田
．
r一恵 さ ん に感

謝 い たします，
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